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１．ＢＳＣとは？

戦略志向のナビゲーション経営システム

→「勘と度胸」から「戦略志向」への転換

ビジョンと戦略

ＢＳＣの実行

結果の分析／評価

ＢＳＣの４つの視点

財務の視点

・戦略目標
・評価指標
・目標値

・アクションプラン

顧客の視点

・戦略目標
・評価指標
・目標値

・アクションプラン

業務ﾌﾟﾛｾｽの視点

・戦略目標
・評価指標
・目標値

・アクションプラン

人材と変革の視点

・戦略目標
・評価指標
・目標値

・アクションプラン
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２．ＢＳＣの特徴

①財務面だけでなく企業を多面的に分析し総力戦の方向性を示すことができる
・財務面からだけ企業を評価すると短期的な財務数値あわせに走り、企業の継続のため

の取り組みがおろそかになる傾向が出やすくなる
・通常４つの視点から考えるが、組織の実情に応じて工夫可能

②時間軸を意識した戦略を持ち実践することができる
・戦略マップを意識し、実行項目の優先順位をつけることができる
・数値目標管理によってＰＤＣＡを確実にすることができる

③大企業から小規模企業まで、また自治体や学校、各種団体まで適用できる
・様々な階層でのＢＳＣを構築し、それらの関係付けを行うことによって、小規模な単位か

ら大規模な単位まで適用可能
・視点の工夫によりいろんな目的の団体に適用できる

④企業構成員間の合意を得ることができる(コミュニケーション）

・構築過程で経営幹部と従業員間の合意を得やすい
・戦略から従業員の日々の業務に落とし込むことによってコミュニケーションが取れる



経営と ＩＴ を結び、暮らしに ＩＴ を活かす ＩＴＣ福沢オフィス

Copyright© 2007 S. Fukuzawa All rights reserved

これまでの企業業績の捉え方は短期的であり、財務的視点にとらわれ過ぎています。
企業の継続的成長を維持するには、将来的な財務業績につながる財務以外の視点で
の多面的な管理の仕組みが求められます。

  
初年度 

  の実績 

 
次年度 

  の実績 

 
３年度目   

  の実績 

 
財務の視点 

   

 
顧客の視点 

   

 
内部プロセスの視点 
（業務の仕組の視点） 

   

 
学習と成長の視点 
（組織、人の成長の視点） 

   

 

 

これまでの

狭い管理指標

これから求められる

多面的管理指標

多面的、継続的視点での業績管理手法
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３．具体的な適用方法
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４．戦略マップとは？

［メタボ克服大作戦！戦略マップ］

メタボ予備軍を脱して健康になる

１年で１５ｋｇ減

お菓子を減らす
食事のカロリーを減らす

料理教室に通う

栄養学を勉強する

基礎代謝を高める

万歩計を買って
8000歩／日歩く

ジムに通う

参考文献：「会社がみるみる変わる戦略マップ」 澤根哲郎著
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① 財務の視点
（儲かるか？）

収益・投下資本利益率

売上高増加 生産性向上

② 顧客の視点
（お客様に喜ばれるか？）

③ 業務プロセスの視点
（仕事の質は良好か？）

④ 人材と変革の視点
（人は育っているか？
モチベーションは良好か？）

顧客満足度向上

納期厳守・品質保証

プロセスの質 業務標準化レベル

従業員のスキル
アップ

ノウハウの共有

低コスト

売上ＵＰ！ コストＤＯＷＮ！

ＩＴの活用

収益ＵＰ！＜戦略マップの例１＞
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「バランス・スコア
カード構築」（吉川
武男著）より

＜戦略マップの例２＞
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５．戦略課題から戦略マップへ

［財務の視点］

［顧客の視点］

［業務プロセスの視点］

［人材と変革の視点］

短寿命・低コスト金型を開発し
新規顧客を獲得する

トップ営業による
売上げ拡大を目指す

生産管理システムを導入し
短納期対応体制を確立する

売上高増加

トップ営業の展開
短寿命・低コス
ト金型の開発

短納期対応体
制の確立

生産管理システム
の導入

新規顧客の獲得
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６．重要成功要因の洗い出し及び評価指標

・戦略課題を実現するための重要成功要因（より具体
的な経営課題）を明らかにする。

・それぞれの重要成功要因について、達成指標（ＫＧＩ）
と業績評価指標（中間指標：ＫＰＩ）を決め、目標数値を
定める。
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７．達成指標・業績評価指標の例
財務の視点 顧客の視点

・総資産（￥）
・社員１人当たり総資産（総資産／社員数）

（￥）
・総資産収益率（収益／総資産）（％）
・新規商品や新規ビジネスからの収益（￥）
・社員１人当たり収益（収益／社員数）（￥）
・総資産利益率（利益／総資産）（％）
・新規商品や新規ビジネスからの利益（￥）
・社員１人当たり利益（利益／社員数）（￥）
・市場価値（市場規模×シェア）（￥）
・純資産利益率（％）
・総資本利益率（％）
・売上高利益率（％）
・キャッシュ・フロー（￥）
・支払能力（株主資本／総資産）（￥）
・総原価（￥）

・顧客数（社数）
・市場占有率（％）
・顧客１社当たり年間売上高

（年間売上高／顧客数）（￥）
・顧客減少数（社数または％）
・営業担当１人当たり顧客数（社数）
・営業回数当たり契約注文数（％）
・顧客満足指標（ヒヤリング）（％）
・顧客ロイヤリティ指標

（競合他社への注文／自社の受注）（％）
・顧客１社当たりコスト（販売費／顧客数）

（￥）
・顧客訪問回数（回数）
・苦情件数（件数）
・平均取引額（￥）
・初回訪問から受注までの平均所要時間

（日数）
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業務プロセスの視点 人材と変革の視点

・一般管理費率（一般管理費／総利益）
（％）

・顧客処理時間（受注処理）（時間）
・納期厳守率（％）
・発注から納品までのリードタイム（時間）
・平均意思決定時間（時間）
・在庫回転率（日）
・生産性の改善（％）
・ＸＸ業務改善時間（従来時間-改善後時間）

（時間）
・社員１人当たり一般管理費（￥）
・残業時間の低減（時間）
・新規商材開発リードタイム（日）
・ＩＴ経費率（ＩＴ費用／一般管理費）（％）
・新規商材受注件数（件数）
・重要顧客売上高率

（重要顧客売上高／売上高）（％）

・社員数（人数）
・社員平均年齢（歳）
・社員平均勤続年数（年）
・平均欠勤率（％）
・社員１人当たり教育費（￥）
・社員１人当たり提案件数（件数）
・ＩＴシステム開発投資額（￥）
・新規商材調査費用（￥）
・社員満足度指標（ヒアリング）（点数）
・社員１人あたり教育時間（時間）
・顧客ニーズ情報報告書件数（件数）
・共有情報登録件数（件数）
・業務改善報告書提出件数（件数）
・新商材提案件数（件数）
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▲■業務変革プロジェクト編成

■業務変革活動

◆マーケティング変革
・新規案件・需要の開拓、
・開発設計・生産

・企業間連携のプロセス確立

8

◆ITによる業務変革支援（２）

・情報共有、知識共有による
業務改善活動

・グループウェア導入

◆ITによる業務変革支援（１）

生産管理システム導入

32112111092006年/月

計画策定

事業
戦略

開発・導入・試行
要件
定義

RF
P作
成

本 番

業務機能
プロセス定義

経営
戦略

I T
戦略

全社BPR
BPR
企画

試行
本番 本 番

８．アクションプランの例（ガントチャート）
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バランス スコアカード研究会

http://www.nikkeipr.co.jp/nbsc/

ＩＴＣ福沢オフィス

http://itc-fukuzawa.net/
「ＩＴＣ福沢」で検索！

以上

http://www.nikkeipr.co.jp/nbsc/
http://itc

